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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 239,330 2.9 12,833 41.7 14,243 25.5 7,416 14.0
25年3月期第3四半期 232,677 4.5 9,058 12.0 11,346 21.6 6,507 152.6

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 10,461百万円 （23.5％） 25年3月期第3四半期 8,474百万円 （192.2％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 73.78 ―
25年3月期第3四半期 64.72 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 333,030 182,977 48.4 1,603.69
25年3月期 296,665 175,563 52.1 1,536.30
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 161,201百万円 25年3月期 154,427百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 11.00 ― 14.00 25.00
26年3月期 ― 12.50 ―
26年3月期（予想） 12.50 25.00

3. 平成26年3月期の連結業績予想（平成25年4月1日～平成26年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 330,000 4.6 18,200 54.4 20,000 35.7 10,800 26.0 107.44



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、［添付資料］３ページ「２．サマリー情報
（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸
表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、［添付資料］２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご参照ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 102,040,042 株 25年3月期 102,040,042 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 1,521,185 株 25年3月期 1,520,950 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 100,519,005 株 25年3月期3Q 100,534,284 株
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（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益の改善、株価上昇、雇用・所得環境の改善、堅調な

個人消費や設備投資の持ち直し等景気が緩やかに回復してきています。円安や人手不足等によるコスト増、消費税

増税に伴う駆け込み需要と反動減等、依然として内外の状況は不透明なところもありますが、2020年東京オリンピ

ックの準備もスタートし、我が国の景気回復は本格化し、経済の好循環が期待されます。 

このような経済環境の中で当社グループの当第３四半期連結累計期間は、売上高は 百万円（前年同期比

％増）、営業利益は 百万円（前年同期比 ％増）、経常利益は 百万円（前年同期比 ％

増）、四半期純利益は 百万円（前年同期比 ％増）となりました。 

セグメント別にみますと、以下のとおりであります。 

セキュリティ事業は、機械警備業務については警備契約収入および機器売却収入が増加、常駐警備業務は従来か

らの契約に加えて新たな大型施設警備業務の受注が売上に貢献し、警備輸送業務についても入金機オンラインシス

テムの契約が堅調に伸びました。 

以上の結果、売上高は 百万円（前年同期比 ％増）、営業利益は 百万円（前年同期比 ％増）

となりました。 

綜合管理・防災事業は、引き続き日本ファシリオ株式会社の売上増加が寄与し、売上高は 百万円（前年同

期比 ％増）、営業利益は 百万円（前年同期比 ％増）となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は前期末比で 百万円増加し、 百万円となりました。

主な増加要因は、警備輸送業務用現金 百万円の増加、前払費用等のその他の流動資産 百万円の増加、

機械装置等の有形固定資産 百万円の増加、投資有価証券 百万円の増加であります。これに対し主な減少

要因は、現金及び預金 百万円の減少、有価証券 百万円の減少であります。 

負債の部は、前期末比で 百万円増加し、 百万円となりました。主な増加要因は、短期借入金

百万円の増加、一般預り金等のその他の流動負債 百万円の増加であります。これに対し主な減少要因

は、支払手形及び買掛金 百万円の減少、未払法人税等 百万円の減少、長期借入金 百万円の減少で

あります。 

  

キャッシュ・フローの状況につきましては次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間の営業活動の結果増加した資金は 百万円（前年同期比 ％減）であります。

資金の主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益 百万円、減価償却費による資金の内部留保 百万円

であります。これらに対し資金の主な減少要因は、法人税等の支払 百万円、その他の営業活動による資金の

減少 百万円、仕入債務の減少による資金の減少 百万円、警備輸送業務に係る資産・負債の増減額の減少

百万円であります。 

なお、警備輸送業務に係る資産・負債の増減額には、警備輸送業務用現金及び短期借入金のうち警備輸送業務用

に調達した資金等の増減が含まれております。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間の投資活動の結果使用した資金は 百万円（前年同期比 ％減）であります。

資金の主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出 百万円であります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間の財務活動の結果減少した資金は 百万円（前年同期比 ％増）であります。

資金の主な増加要因は、短期借入金の増加（純額） 百万円であります。資金の主な減少要因は、配当金の支

払 百万円、長期借入金の返済による支出 百万円、リース債務の返済による支出 百万円でありま

す。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年３月期の連結業績予想につきましては、平成25年５月８日に公表した連結業績予想から変更はありませ

ん。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

239,330

2.9 12,833 41.7 14,243 25.5

7,416 14.0

206,860 2.4 17,062 22.2

30,094

6.1 1,914 51.8

36,364 333,030

30,471 7,383

3,193 2,939

8,564 1,099

28,950 150,052

34,774 1,111

2,257 2,122 2,003

1,502 82.0

14,312 6,791

7,954

4,394 3,603

1,121

9,121 10.4

8,234

1,733 21.9

5,019

2,664 2,529 1,695
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算することとしておりま

す。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却の方法について、主として定率法（ただし、平成10年４月

１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）については定額法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会

計期間よりすべての有形固定資産について、定額法に変更しております。 

この変更は主に、各固定資産の使用実態を見直した結果、当社及び国内連結子会社の有形固定資産は、耐用年数

内で安定的に使用していること、および有形固定資産に関連する保全の実施も耐用年数内において安定的に発生し

ており、また主たる収入が安定的に発生していることから、期間損益計算の適正性をさらに高めるためには、定額

法がより合理的な方法であり、経営実態をより的確に反映するものと判断し、さらには減価償却方法を変更するた

めのシステム対応が第１四半期連結会計期間の期首から可能となったためであります。 

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ 百万円増加しております。 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

2,203
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 46,652 38,087 

警備輸送業務用現金 64,094 94,565 

受取手形及び売掛金 31,309 31,634 

有価証券 1,439 339 

原材料及び貯蔵品 4,844 5,018 

未成工事支出金 825 1,028 

立替金 5,732 6,228 

その他 9,450 16,834 

貸倒引当金 △198 △177 

流動資産合計 164,149 193,559 

固定資産   

有形固定資産 60,149 63,342 

無形固定資産   

のれん 1,129 863 

その他 4,828 4,875 

無形固定資産合計 5,957 5,739 

投資その他の資産   

投資有価証券 32,243 35,183 

その他 35,020 36,044 

貸倒引当金 △855 △838 

投資その他の資産合計 66,408 70,389 

固定資産合計 132,515 139,471 

資産合計 296,665 333,030 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,417 15,160 

短期借入金 23,038 57,812 

未払法人税等 3,732 1,610 

引当金 1,250 621 

その他 29,932 31,043 

流動負債合計 75,372 106,249 

固定負債   

社債 30 20 

長期借入金 6,750 4,747 

退職給付引当金 28,783 28,602 

役員退職慰労引当金 1,624 1,653 

資産除去債務 93 67 

その他 8,448 8,712 

固定負債合計 45,730 43,803 

負債合計 121,102 150,052 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,675 18,675 

資本剰余金 32,117 32,117 

利益剰余金 106,731 111,423 

自己株式 △1,987 △1,987 

株主資本合計 155,536 160,228 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,245 6,276 

土地再評価差額金 △5,343 △5,343 

為替換算調整勘定 △10 39 

その他の包括利益累計額合計 △1,109 972 

少数株主持分 21,135 21,776 

純資産合計 175,563 182,977 

負債純資産合計 296,665 333,030 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 232,677 239,330 

売上原価 178,050 181,412 

売上総利益 54,627 57,918 

販売費及び一般管理費 45,569 45,085 

営業利益 9,058 12,833 

営業外収益   

受取利息 151 183 

受取配当金 424 501 

投資有価証券売却益 － 69 

持分法による投資利益 1,076 216 

その他 1,436 1,369 

営業外収益合計 3,089 2,340 

営業外費用   

支払利息 417 421 

投資有価証券売却損 33 7 

固定資産除却損 30 83 

その他 319 417 

営業外費用合計 801 930 

経常利益 11,346 14,243 

特別利益   

投資有価証券売却益 141 25 

受取補償金 617 96 

資産除去債務戻入益 － 25 

特別利益合計 758 147 

特別損失   

投資有価証券評価損 146 8 

固定資産除却損 － 66 

減損損失 138 2 

特別損失合計 284 78 

税金等調整前四半期純利益 11,820 14,312 

法人税等 4,609 6,024 

少数株主損益調整前四半期純利益 7,210 8,287 

少数株主利益 703 871 

四半期純利益 6,507 7,416 
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 7,210 8,287 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,254 2,064 

為替換算調整勘定 △7 △7 

持分法適用会社に対する持分相当額 16 117 

その他の包括利益合計 1,263 2,174 

四半期包括利益 8,474 10,461 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 7,675 9,497 

少数株主に係る四半期包括利益 799 964 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 11,820 14,312 

減価償却費 8,851 6,791 

減損損失 138 2 

のれん償却額 272 277 

負ののれん償却額 △60 △60 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 58 △38 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 705 △180 

賞与引当金の増減額（△は減少） △583 △562 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △67 △66 

受取利息及び受取配当金 △575 △685 

支払利息 417 421 

持分法による投資損益（△は益） △1,076 △216 

固定資産売却損益（△は益） 13 1 

固定資産除却損 30 150 

資産除去債務戻入益 － △25 

投資有価証券売却損益（△は益） △108 △86 

投資有価証券評価損益（△は益） 146 8 

デリバティブ評価損益（△は益） △219 △224 

売上債権の増減額（△は増加） 3,400 △322 

たな卸資産の増減額（△は増加） 185 △376 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,552 △3,603 

前払年金費用の増減額（△は増加） △201 △957 

警備輸送業務に係る資産・負債の増減額 △3,368 △1,121 

その他 △4,879 △4,394 

小計 12,346 9,042 

利息及び配当金の受取額 646 797 

利息の支払額 △407 △416 

法人税等の支払額 △4,697 △7,954 

法人税等の還付額 458 32 

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,345 1,502 
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △1,156 536 

有形固定資産の取得による支出 △6,747 △8,234 

有形固定資産の売却による収入 131 10 

投資有価証券の取得による支出 △1,516 △832 

投資有価証券の売却による収入 2,906 1,288 

子会社株式の取得による支出 △245 △30 

関係会社株式の取得による支出 △1,353 － 

短期貸付金の増減額（△は増加） 8 6 

長期貸付けによる支出 △41 △58 

長期貸付金の回収による収入 107 140 

その他 △2,271 △1,949 

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,177 △9,121 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,481 5,019 

長期借入れによる収入 615 450 

長期借入金の返済による支出 △2,834 △2,529 

社債の償還による支出 △110 △10 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

リース債務の返済による支出 △2,276 △1,695 

配当金の支払額 △2,111 △2,664 

少数株主への配当金の支払額 △186 △304 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,422 △1,733 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 △9 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,258 △9,362 

現金及び現金同等物の期首残高 40,476 40,541 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 36 

現金及び現金同等物の四半期末残高 37,217 31,215 
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

警備輸送業務における入金機オンラインシステムの釣銭用立替金については、従来、流動資産の「立替金」に含め

ておりましたが、契約先からの返金済み部分が増加していることから、第１四半期連結会計期間より返金済み部分を

「警備輸送業務用現金」に含めて表示することといたしました。 

この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、流動資産の「警備輸送業務用

現金」に表示しておりました 百万円および「立替金」に表示しておりました 百万円は、「警備輸送業務

用現金」 百万円、「立替金」 百万円として組み替えております。 

  

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（表示方法の変更）

58,222 11,604

64,094 5,732
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生産、受注及び販売の状況 

（１）生産実績 

当社グループは生産活動を行っておりませんが、当第３四半期連結会計期間末日現在実施中の契約件数をセグ

メントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

（２）販売実績 

販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．販売実績が総販売実績の10％以上の相手はありません。 

  

４．補足情報

セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間末 

（平成25年12月31日） 
前年同四半期比（％） 

セキュリティ事業       

機械警備業務  （件）  668,934  8.1

常駐警備業務  （件）  3,211  5.8

警備輸送業務  （件）  54,715  7.9

合計  （件）  726,860  8.1

綜合管理・防災事業  （件）  61,575  13.4

報告セグメント計  （件）  788,435  8.5

その他  （件）  12,631  10.6

合計  （件）  801,066  8.5

セグメントの名称 
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日） 

前年同四半期比（％） 

セキュリティ事業       

機械警備業務 （百万円）  111,237  2.3

常駐警備業務 （百万円）  57,448  4.1

警備輸送業務 （百万円）  38,174  0.2

合計 （百万円）  206,860  2.4

綜合管理・防災事業 （百万円）  30,094  6.1

報告セグメント計 （百万円）  236,955  2.8

その他 （百万円）  2,375  4.5

合計 （百万円）  239,330  2.9
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